
平成9年度指定　高指第85号

大 野 博

生年／昭和15年　　指定技術名／銅器・彫金　　住所／高岡市蓮花寺68-2

【 雅 号 】 博 司 ひろし

［表彰・受賞歴］

昭和55年	 高岡市伝統工芸産業優秀技術者表彰
昭和59年	 高岡伝統工芸加工技術振興展最優

秀賞（外賞2回）
昭和61年	 富山県伝統的工芸品コンクール最

優秀賞（外賞2回）
平成14年	 富山県功労表彰
平成18年	 伝統的工芸品産業功労者表彰
	 （中部経済産業局長）
平成19年	 瑞宝単光章
平成26年	 高岡市市民功労者表彰

［経歴］

昭和32年	 富山県立職業訓練所卒業後、井波
慶州氏に師事し彫金技術を習得

昭和43年	 独立自営、現在に至る
昭和57年	 高岡地域地場産業センター内産業

資料館御車山金具仕上げ参画
平成 7年	 伝統工芸士に認定
平成 8年	 高岡彫金組合組合長に就任
	 （以後、組合長・副会長を歴任）
平成10年	 高岡市伝統工芸産業技術保持者指定
平成13年	 伝統工芸高岡銅器振興協同組合後

継者育成研修講師

平成8年作　

素材・技法／金、銀、青銅・双型鋳造、打出鋤彫、象嵌　

寸法／高さ26cm×幅19cm×奥行19cm

きんぎんほんぞうがん 「げんじものがたりつぼ」

金 銀 本 象 嵌
「 源 氏 物 語 壺 」
打出鋤彫及び象嵌を中心として、衣服の紋
様や衣の重ね目における重ね象嵌、橋の部
分には広範な一枚板銀（厚さ0.6mm）の象
嵌が施されている。とりわけ蝶紋様の色金
象嵌後の金線銀線の縁取り線象嵌部分に
は、細密な彫金技術が発揮されている。大
胆な構図と緻密な技法が源氏物語の世界
へ誘ってくれる。


